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パープルデー⼤阪ʼ26

パープルデー⼤阪実⾏委員会



●⼀⼈の⼥の⼦の想いが、⼤阪にも広がって

パープルデーは、カナダに住むひとりの⼥の⼦の

「てんかんをもっと知ってほしい」
「てんかんをもつ⼈をひとりぼっちにしないで」

という願いから始まりました。そして

「てんかんだと気軽にいえる社会」
を⽬指すこととしました。

その想いに共鳴して、私たちパープルデー⼤阪も歩みを始めました。
最初は、患者家族やてんかん専⾨医たちの⼩さなチームでした。けれど、
その輪は少しずつ、でも確かに広がり、今ではさまざまな⽴場の⽅々が、
企画や運営に関わってくださるようになりました。

てんかんのことを「ともに伝えたい」と思ってくださる仲間が、こんなにもいること。
そのあたたかさが、パープルデー⼤阪の原動⼒です。

■パープルデー及びパープルデー⼤阪の⽅針 2

▲創始者 Cassidy Megan

▲画像出典︓毎⽇放送「つながる〜enn〜」



●パープルデー⼤阪2026 概要

1. パープルデー⼤阪2026 オンラインセミナー
2026年3⽉14⽇（⼟）15:00〜
YouTubeライブ配信にて開催しました。
テーマは「てんかんにまつわる困りごと」。てんかん専⾨医、当事者、家族、⽀援者、薬剤師等そ
れぞれの⽴場から⽇常⽣活の中にある困りごとを共有し、解決のヒントを考える場となりました。

2. パープルバス
2026年3⽉20⽇（⾦）〜3⽉22⽇（⽇）
てんかんのある⼦ども・保護者・⽀援者のこえを載せたパープルバスが、⼤阪市内を巡回しました
3⽉22⽇（⽇）にはJR天王寺駅公園⼝周辺にて、バス展⽰を実施しました。

3. パープルデー⼤阪2026 in 天王寺MIO
2026年3⽉22⽇（⽇）10:00〜15:00頃
JR天王寺駅公園⼝・天王寺ミオ プラザ館周辺にて開催しました。
パープルバス展⽰、紫の縁⽇、学⽣による啓発企画などを通じて、⼀般の⽅々にてんかんについて
知っていただく機会をつくりました。

4. パープルデー⼤阪2026 in あべのハルカス
2026年3⽉22⽇（⽇）11:00〜16:00頃
あべのハルカス近鉄本店 各階街ステーションおよびHoop 1階オープンエアプラザにて開催しまし
た。ワークショップ、展⽰、てんかんサロン、⾳楽祭、こども薬剤師体験、チャリティ企画など、
多彩なプログラムを実施しました。
【参加費】無料
※⼀部ワークショップ・物販等は材料費・寄付等あり

【主催】
パープルデー⼤阪実⾏委員会

■イベント概要と実⾏委員会メンバー 3

●パープルデー⼤阪ʼ26 運営体制について

パープルデー⼤阪ʼ26は、てんかん専⾨医、当事者、ご家族、⽀援者、そして多くの有志の⽅々が⼒を
合わせ、実⾏委員会形式で企画・運営されました。
それぞれの⽴場から「てんかんを知ってほしい」「ひとりじゃないよという思いを伝えたい」と願う声
が集まり、分担しながら、時に助け合いながら、この⼀⽇をつくりあげました。
とくに今年は、オンライン、パープルバス、天王寺MIO、あべのハルカスという4つの場で、てんかん
を知り、伝え、ともにつながる機会をつくることができました。



てんかん啓発パープルデーʼ26に
ご⽀援をいただきありがとうございます

Powered by
Ikumi & Naomi & Ray

■共催・協賛・協⼒・後援 団体様 4

【助成】
公益財団法⼈川野⼩児医学奨学財団

【特別協⼒】
あべのハルカス近鉄本店「縁活」プロジェクト、近鉄不動産株式会社、
天王寺ミオ、越前観光株式会社

【協賛・寄付】
野崎徳洲会病院、ヴィアトリス製薬株式会社、エーザイ株式会社、⼩野
薬品⼯業株式会社、株式会社星湖舎、第⼀三共株式会社、東和薬品株式
会社、⽇本新薬株式会社、ノックオンザドア株式会社、ユーシービージ
ャパン株式会社、他 全国の医師・⽀援者有志

【協⼒】
⼀般社団法⼈PurpleDayJapan、⼤阪体育⼤学、⼤阪公⽴⼤学、⼤阪⼥
学院⾼等学校、⼤阪アクター専⾨学校、⼤阪府⽴天王寺⾼等学校、⼤阪
市⽴⼣陽丘中学校、明星⾼等学校、OHANA（⼩児⻘年てんかん 勉強と
交流の会）、株式会社サイズプラス、株式会社ノーサイド、四天王寺⾼
等学校・中学校、農と美の研究会、NPO法⼈フェルマータ、
Hazuretchi、ひといろプロジェクト、brickshouse、
他 個⼈参加のボランティアの皆様

【後援】
朝⽇新聞社、ウエスト症候群患者家族会、NHK厚⽣⽂化事業団、⼤阪府
教育委員会、堺市教育委員会、産経新聞社、TEAM LGSレンジャーズ（
レノックス・ガストー症候群と薬剤抵抗性てんかん患者家族の会）、ド
ラベ症候群患者家族会、⽇本てんかん協会⼤阪府⽀部、⽇本てんかんセ
ンター協議会、毎⽇新聞社、MECP2重複症候群患者家族会、wa︕わっ
しょい、読売新聞社

【Special Thanks】
パープルデー⼤阪の活動を⽀える皆様、全国のパープルデーの皆様

（五⼗⾳順）



■ボランティアについて 5

⼩・中・⾼・⼤学⽣のボランティア100名以上を含む
延べ200名以上の⽅がボランティアに参加

学⽣ボランティアをはじめ、医療者、当事者・ご家族、⽀援団体、企業、地域の皆様など、
多くの⽅々にご協⼒いただきました。当⽇だけでなく、事前準備、会場運営、来場者対応、
企画運営など、それぞれの⽴場でパープルデー⼤阪を⽀えていただきました。



てんかん市⺠公開講座について

6



てんかんは⼈⼝の約1%に起こる、決して珍しくない病気です。⼀⽅で、学校・仕事・育児・服薬・外出
・周囲の理解など、⽇常⽣活の中にはさまざまな「困りごと」があります。本セミナーでは、医療者、当
事者、家族、⽀援者、薬剤師など、それぞれの⽴場から「てんかんにまつわる困りごと」を共有し、解決
のヒントを考える時間となりました。

【講演内容・登壇者】
●講演①「こどものてんかんの困りごと」
福岡 正隆（⼤阪市⽴総合医療センター ⼩児脳神経・⾔語療法内科）
●講演②「⼤⼈のてんかんの困りごと」
⼩出 泰道（⼩出内科神経科、パープルデー⼤阪代表）
●講演③「当事者の困りごと」
下笠 美幸（てんかん協会⼤阪府⽀部 事務局⻑／児童発達⽀援・放課後等デイサービスJOYLAND本店 作
業療法⼠）
●講演④「てんかんの⼦どもを育てた親の困りごと」
清⽔ 政彦（オールケア・グループ 産業医）
●講演⑤「てんかんのある⼦どもの発達を促す際に出現する困りごと」
髙橋 輝（静岡てんかん・神経医療センター 療育指導室）
●講演⑥「てんかん治療における薬局薬剤師の役割」
古武 幸之（ノックオンザドア株式会社 nanacara薬局 薬剤師）
【第2部︓てんかんシンポジウム】
「てんかんにまつわる困りごとてんかんに関わるみなさん × ChatGPTで解決策を考えます」
第1部の登壇者に加え、ライブ視聴者の皆さん、そしてChatGPTも交えながら、てんかんにまつわる困り
ごとの解決のヒントを考えました。

てんかんのある⼈が、てんかんがあっても共に⽣きていける社会へ。
まずは「知ること」から、⼀緒に考える機会となりました。

●監修︓九⻤ ⼀郎（⼤阪市⽴総合医療センター ⼩児神経科）

■てんかん市⺠公開講座について 7

●パープルデーʼ26 てんかん市⺠公開講座

セミナーのアーカイブ▶
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パープルバス・ JR天王寺駅 公園⼝ 天王寺ミオプラザ 1F

14



■パープルバス 15

「わたし、てんかんなんだよ。」
その⼀⾔を、もう少しだけ気軽に⾔える社会であってほしい。

パープルバスは、てんかんのある⼦どもたち、ご家族、⽀援者の皆様の
こえをのせて、⼤阪のまちを⾛りました。

病気のこと、学校や⽇常⽣活のこと、まわりの⼈に知ってほしいこと。
⼀⼈ひとりのこえは⼩さくても、集まれば、誰かの気づきにつながります。

この企画では、患者・家族・学⽣・医療者がともに
アートワークショップを⾏いそこで⽣まれた⾔葉や想いをバスにのせました。

紫⾊のバスが⼤阪のまちを⾛ることで、
てんかんを「知らない誰か」にも、
てんかんのある⼦どもたちの存在や想いを届ける機会となりました。

こえが⾛り、想いがつながる。
パープルバスは、てんかんのある⼈が、てんかんがあっても
共に⽣きていける社会を願う、企画です。



■パープルバス 16



■パープルバス 17



■パープルバス 18



■天王寺Mio 19

ご家族と学⽣ボランティアが
⼤阪の街を２⽇間

「てんかんなんだ 気軽に⾔えたら」の
メッセージを届けました。

そして、パープルデー⼤阪会場の天王寺Mioへ



■JR天王寺駅 公園⼝ 天王寺ミオプラザ 1F 20

JR天王寺駅公園⼝・天王寺ミオ プラザ館1階では、パープルバスの
展⽰と、学⽣たちによる「紫の縁⽇」を実施しました。

「伝えてくれて、ありがとう。知って、分かって、変わらず隣に。」
を合⾔葉に、てんかんについて学んだ学⽣たちが、⾃分たちの⾔葉と
企画で、来場された⽅々にてんかんのことを伝えました。
バスに込められた⼦どもたちのこえと、学⽣たちのあたたかな呼びか
けが、駅前を⾏き交う多くの⽅々に届く時間となりました。



■JR天王寺駅 公園⼝ 天王寺ミオプラザ 1F 21

●紫の縁⽇

●パープルバスなどの展⽰やブラスバンドの演奏



近鉄本店あべのハルカス・あべのHoop

22



■近鉄本店 あべのハルカス 23

⽇常の中で、てんかんを知るきっかけをつくる
あべのハルカス近鉄本店では、各階の街ステーションを会場に、展⽰、ワークショップ、て
んかんサロンなど、来場された⽅が⾃然に参加できる企画を実施しました。

アロマのしおりづくり、紫の⽻アートプロジェクト、ラベンダースワッグづくり、オリジナ
ルハーブティーづくり、オリジナルキーチェーンづくりなど、⼿を動かしながら参加できる
企画を通じて、てんかんのことや、てんかんのある⼈への理解に触れていただくことを⽬指
しました。

てんかんサロンでは、当事者とご家族がボランティアとして運営に参加しました。
同じ経験をもつ⼈、近い⽴場にいる⼈がその場にいることで、来場された⽅が⽇常の困りご
とや不安、ちょっとした思いを話しやすい場をつくることを⽬標としました。

買い物やお出かけの途中に、少し⽴ち寄り、知り、感じ、誰かのことを思う。
あべのハルカスでの企画は、てんかん啓発を⽇常の中で、てんかんを知るきっかけをつくる
ことを⽬指して実施しました。



■近鉄本店 あべのハルカス 24

毎⽇放送「つながる〜enn〜」で取材・放送いただきました。
（毎週⼟曜⽇ 18:56から放送）
本企画の様⼦は、毎⽇放送「つながる〜enn〜」にて取材・放送いただ
きました。当事者、ご家族、学⽣ボランティア、⽀援者がそれぞれの⽴場
で参加し、てんかんのことを知り、伝える場をつくろうとする様⼦をご紹
介いただいています。10回以上の放送を予定しています。
本ページでは当⽇の活動が報道された記録として、番組の⼀部を掲載して
います。詳しい内容は、毎⽇放送「つながる〜enn〜」の放送・または
TVer「つながる〜enn〜」にてご覧ください。

画像出典︓毎⽇放送「つながる〜enn〜」



■あべのHoop 25

てんかんを知る⼊⼝を、まちの中に

Hoop 1階オープンエアプラザでは、屋外⾳楽祭「パープルデー⾳楽祭ʼ26」を中⼼に、ウェ
ルカムゲート、こども薬剤師体験、チャリティTシャツ、パネル展⽰などを実施しました。

⾳楽祭では、吹奏楽や歌などの⾳楽を通じて、てんかんへの理解と想いを届けることを⽬指
しました。
また、こども薬剤師体験では、⽩⾐を着て薬にふれる体験を通じて、医療や薬剤師の仕事を
⾝近に感じてもらう機会をつくりました。

通りがかった⽅が⾜を⽌め、⾳楽を聴き、展⽰を⾒て、てんかんのことを知る。
Hoopでの企画は、てんかんを知る⼊⼝を、まちの中につくることを⽬標に実施しました。



毎⽇放送「つながる〜enn〜」で取材・放送いただきました。
（毎週⼟曜⽇ 18:56から放送）
本企画の様⼦は、毎⽇放送「つながる〜enn〜」にて取材・放送いただ
きました。当事者、ご家族、学⽣ボランティア、⽀援者がそれぞれの⽴場
で参加し、てんかんのことを知り、伝える場をつくろうとする様⼦をご紹
介いただいています。10回以上の放送を予定しています。
本ページでは当⽇の活動が報道された記録として、番組の⼀部を掲載して
います。詳しい内容は、毎⽇放送「つながる〜enn〜」の放送・または
TVer「つながる〜enn〜」にてご覧ください。

画像出典︓毎⽇放送「つながる〜enn〜」

■あべのHoop 26



その他の啓発活動
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■メディア取材・報道 28

●メディアを通じて、てんかん啓発の取り組みをご紹介いただきました

パープルデー⼤阪2026では、新聞、テレビ、Web動画など、複数のメディアに活動を取材・紹介いただき
ました。MBS毎⽇放送「つながる〜enn〜」では、パープルデー⼤阪の活動をもとに、てんかんにまつわる
誤解や偏⾒、当事者・ご家族の声を伝える「偏⾒突破」シリーズとして、継続的に放送いただいています。
⼩出泰道代表の取り組み、パープルデー⼤阪に集まったてんかん患者の皆さん、当事者やご家族が語り合う
サロン、パープルバスに関わった医師や学⽣、当事者の就職・結婚にまつわる経験など、さまざまな⽴場の
声を通じて、てんかんを知ることの⼤切さをご紹介いただいています。

また、MBS「NEXT JAPAN 〜熱き求道者〜」では、パープルデー⼤阪を⽴ち上げた⼩出泰道代表の活動と
、てんかんを分かってほしいという願いをご紹介いただきました。

そのほか、新聞・ニュース動画でも、パープルデー⼤阪2026の開催や当⽇の取り組みをご紹介いただきま
した。

【主な掲載・放送】
・2026年3⽉21⽇ 毎⽇新聞「てんかん、偏⾒なくそう パープルデーで催し あす阿倍野」
https://mainichi.jp/articles/20260321/ddl/k27/100/115000c

・MBSニュース／YouTube「てんかんの正しい理解を 3⽉26⽇の『パープルデー』前に⼤阪で…」
https://www.youtube.com/watch?v=Y5plsikI1gw

・読売テレビニュース／YouTube Shorts「国内の患者は約100万⼈『てんかん知って』⼤阪で啓発イベ
ント 3⽉26⽇は『パープルデー』」
https://www.youtube.com/shorts/bH1DF-k_egw

・2026年4⽉18⽇ MBS「NEXT JAPAN 〜熱き求道者〜」#783
「“てんかん”を分かって欲しい……ある医師の願い」
https://tver.jp/episodes/ep27i32ow3

・2026年5⽉以降 MBS「つながる〜enn〜」“偏⾒突破”シリーズ
File053「紫に願う◆『てんかん』を知ろう…街を彩り⼼通わせる医師」
https://tver.jp/episodes/epczqafgel
File054「そばにいるよ◆つながりで⼼軽く…患者同⼠、不安減らす」
https://tver.jp/episodes/ep2erb8vmn
File055
https://tver.jp/episodes/epngs0lmju
File056
https://tver.jp/episodes/epeoz89jcc
File057「ひとりじゃない◆難病の⼦の⺟たち…⼼豊かになれる場所」
https://tver.jp/episodes/epe99opbtv
File058「伝えた先に…◆偏⾒減らすバス〜優しき⼥医と⾼校⽣と」
https://tver.jp/episodes/epco0i9lwx
File059
https://tver.jp/episodes/epc4d3q422
＊2026年6⽉現在もシリーズ放送中



■パープルデー⼤阪 × サンタパレード in ⼤阪 29

●サンタパレード⼤阪2025にも参加

パープルデー⼤阪は、サンタパレード⼤阪にも参加し、てんかん啓発活動を⾏っています。
今年は紫のサンタふたりが中⼼となり紫の⾵船配布と、てんかんについて知っていただくための啓発展⽰を
展開しました。
当⽇は約700個の⾵船とチラシを配布、またブースではポスターを展⽰。来場された⽅々がてんかんについ
て知るきっかけをつくることを⽬指しました。

SANTA PARADE OSAKA 2025
開催⽇︓2025年12⽉7⽇（⽇）
会場︓⼤阪城公園 太陽の広場



■ラベンダーのマスクを送付 30

概要︓パープルデーで病院や福祉施設に紫サージカルマスクを着⽤いただく企画。
てんかん記録アプリ「nanacara」を運営するノックオンザドア株式会社に事務を担っていただきました。

▶医療機関を中⼼に30施設以上、計15,000枚以上の紫のサージカルマスクを送付



啓発⽤情報ツールの作成
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■コミュニケーションツール 32

●パープルデー⼤阪ʻ26 ガイドブック

▶イベント会場配布

●抄録（市⺠公開講座 パンフレット）

A4 × 16⾴

▶他、pdf版をホームページで公開

●チラシ
ティザー（予告）版
A4 / 両⾯カラー / 光沢紙(コート/アートポスト) / 厚
⼿︓90kg /1500部

▶早期にからイベント告知を実施する
ために作成

A5 12⾴/ 両⾯カラー / 光沢紙(コート/アートポスト) 
/ 厚⼿︓90kg 800部

●横断幕

▶旧バージョンが経年劣化のために６
枚印刷



All you need is love
We are not alone anymore

皆様へ、感謝をこめて


